
（1） 令和4年5月吉日 第230号

第230号
第42即応機動連隊

　

第
42
即
応
機
動
連
隊
は
、
３
月
４
日
（
金
）、
北
熊
本
駐
屯
地
（
北
熊
館
）
に
お
い
て
、
連

隊
創
隊
４
周
年
記
念
行
事
に
伴
う
殉
職
者
隊
員
追
悼
行
事
を
実
施
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
隊
区
市
町
村
長
様
を
は
じ
め
、
官
公
庁
の
防
災
関
係
者
様
、
防
衛
議
員
連

盟
様
、
隊
友
会
様
、
家
族
会
様
、
連
隊
後
援
会
様
、
歴
代
連
隊
長
様
、
連
隊
O
B
会
様
、
隊

員
ご
家
族
等
を
ご
招
待
し
盛
大
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
行
事
内
容
を
縮
小
し
、
隊
員
の
み
で
実
施
し
た
。

　

殉
職
者
隊
員
追
悼
行
事
は
、
北
熊
館
顕
彰
室
に
お
い
て
、
連
隊
長
、
指
揮
官
及
び
連
隊
本
部

幕
僚
を
も
っ
て
殉
職
隊
員
に
哀
悼
を
捧
げ
遺
徳
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、
併
せ
て
人
身
事
故
絶
無
と

安
全
を
誓
い
、
創
隊
４
周
年
記
念
と
し
た
。

　

連
隊
は
、
１
月
11
日
（
火
）
か
ら
17
日
（
月
）
及
び
29
日
（
土
）

か
ら
２
月
３
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
防
御
に
お
け
る
任
務
遂
行
能

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
日
出
生
台
演
習
場
に
お
い

て
、
連
隊
練
成
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

晴
天
と
風
雪
の
入
り
乱
れ
る
天
候
の
中
、
各
中
隊
等
が
計
画
す

る
防
御
訓
練
（
流
動
的
な
普
戦
協
同
訓
練
、
機
動
打
撃
及
び
バ
ト

ラ
ー
対
抗
訓
練
等
）
を
実
施
し
、
任
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
っ

た
。
ま
た
、
ス
カ
イ
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
災
害
用
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
訓

練
及
び
斥
候
訓
練
を
実
施
し
、
情
報
収
集
能
力
の
向
上
も
図
っ
た
。

遊撃対処遊撃対処

災害用ドローン操作訓練災害用ドローン操作訓練

斥候による火力要求斥候による火力要求補給小隊補給小隊

狙撃班狙撃班

施設小隊施設小隊

通信小隊通信小隊 近迫し敵を確認する隊員近迫し敵を確認する隊員

機動打撃機動打撃

バトラー対抗訓練バトラー対抗訓練
連隊長による現地指導連隊長による現地指導

バトルセンサーによる敵情報告バトルセンサーによる敵情報告スカイレンジャーによる情報収集スカイレンジャーによる情報収集

８１Ｍ８１Ｍ

120Ｍ120Ｍ

追悼の意と安全な隊務運営を誓い追悼の意と安全な隊務運営を誓い
一礼する連隊長一礼する連隊長

献　花献　花

帳簿の記帳帳簿の記帳

殉職者追悼式殉職者追悼式

～
情
報
と
火
力
を
連
携
し
た
機
動
的
な
戦
闘
～

連
隊
練
成
訓
練

第 42 即応機動連隊 創隊４周年



第230号（2） 令和4年5月吉日

　

連
隊
は
、３
月
24
日
（
木
）
か
ら
30
日
（
水
）
ま
で
の
間
、大
矢
野
原
演
習
場
基
本
射
場
に
お
い
て
、

戦
闘
射
撃
能
力
の
向
上
及
び
戦
闘
員
と
し
て
必
要
な
基
礎
的
戦
闘
戦
技
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
連
隊
小
火
器
射
撃
競
技
会
を
実
施
し
た
。

　

競
技
は
、
３
０
０
ｍ
先
に
現
出
す
る
複
数
目
標
及
び
25
ｍ
の
至
近
距
離
に
よ
る
射
撃
が
あ
り
、
そ

の
精
度
を
競
っ
た
。

　

拮
抗
し
た
競
技
の
結
果
、
第
２
中
隊
が
優
勝
し
２
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

連
隊
は
、
３
月
14
日

（
月
）
か
ら
３
月
18
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
前
年

度
ま
で
の
補
助
担
架
集

合
教
育
修
了
者
に
対
し
、

集
合
訓
練
（
本
部
管
理
中

隊
長　

森
田
１
尉
）
を

実
施
し
た
。

　

本
訓
練
で
は
、
最
新

の
救
護
能
力
及
び
救
急

法
検
定
評
価
員
と
し
て

必
要
な
能
力
を
付
与
し
、

各
中
隊
の
第
一
線
救
護

能
力
向
上
を
図
っ
た
。

　

連
隊
は
、
３
月
７
日
（
月
）
か
ら
４
月
28
日
（
木
）

ま
で
の
間
、
部
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
集
合
教
育
（
本
部
管

理
中
隊
長　

森
田
１
尉
）
を
実
施
し
た
。

　

有
線
・
無
線
通
信
手
と
し
て
基
礎
と
な
る
無
線
機
の

設
定
・
操
作
及
び
取
扱
い
要
領
、
野
外
線
の
接
続
・
縛

着
要
領
の
訓
練
を
行
っ
た
。

　

連
隊
は
、
３
月
７
日
（
月
）
か
ら
４
月
28
日
（
木
）

ま
で
の
間
、
初
級
ら
っ
ぱ
集
合
教
育
（
第
３
中
隊
長　

冨
永
３
佐
）
を
実
施
し
た
。

　

ら
っ
ぱ
吹
奏
者
と
し
て
基
礎
と
な
る
基
本
教
練
、
唱

譜
・
聴
音
、
基
本
奏
法
の
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

連
隊
は
、
３
月
23
日
（
水
）
か
ら
28
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
部
隊
等
射
撃
訓
練
を
実
施
し
、

爆
破
及
び
砲
迫
射
撃
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

爆
破
訓
練
は
、
陣
地
防
御
に
お
い
て
、
敵
徒
歩
兵
に
対
す
る
障
害
を
構
成
し
、
阻
止
す
る
場

面
を
想
定
し
た
指
向
性
散
弾
の
爆
破
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
各
迫
撃
砲
射
撃
訓
練
は
、
陣
地
占
領
か
ら
射
撃
ま
で
の
一
連
の
行
動
及
び
前
進
観
測

班
の
射
撃
要
求
に
よ
り
火
力
を
発
揮
す
る
等
、
情
報
と
火
力
の
連
携
に
係
る
能
力
向
上
を
図
っ

た
。

連
隊
小
火
器
射
撃
競
技
会

部隊射撃 ( 爆破・81M・120M)

補助担架集合訓練部隊ネットワーク集合教育初級らっぱ集合教育

指向性散弾爆破指向性散弾爆破

81M81M

敵方へ指向敵方へ指向

発火準備発火準備

81M前進観測班81M前進観測班

81M射撃指揮班81M射撃指揮班

基本教練基本教練 無線機取扱い無線機取扱い

傷病者輸送傷病者輸送

装甲車からの患者輸送装甲車からの患者輸送 戦闘間緊急処置戦闘間緊急処置

唱譜・聴音唱譜・聴音 野外線の接続野外線の接続

基本奏法基本奏法 野外線の縛着野外線の縛着

120M前進観測班120M前進観測班 対迫レーダー対迫レーダー

優勝した第２中隊優勝した第２中隊

120M120M



（3） 令和4年5月吉日 第230号

着任副連隊長
２等陸佐
武次　和正

着任第１中隊長
３等陸佐　
品川　敦昭

着任第２中隊長
３等陸佐
山田　憲司

　

連
隊
は
、
２
月
26
日
（
土
）
及

び
27
日
（
日
）
の
二
日
間
、
大
矢

野
原
演
習
場
整
備
（
延
焼
防
止
支

援
及
び
弾
着
地
整
備
）
を
実
施
し

た
。

　

延
焼
防
止
支
援
に
お
い
て
は
、

大
矢
野
原
演
習
場
に
隣
接
す
る
地

域
住
民
が
行
う
野
焼
き
火
入
れ
を

支
援
し
、
延
焼
防
止
の
為
の
消
火

活
動
を
支
援
し
た
。

　

弾
着
地
整
備
に
お
い
て
は
、
廃

弾
等
を
回
収
し
、
弾
着
地
域
内
の

清
掃
を
実
施
し
た
。

　

連
隊
は
、
２
月
28
日

（
月
）
か
ら
４
月
１
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
北

熊
本
駐
屯
地
及
び
黒
石

原
演
習
場
に
お
い
て
、

師
団
初
級
Ａ
Ｔ
Ｍ
集
合

教
育
（
本
部
管
理
中
隊

長　

森
田
１
尉
）
を
実

施
し
、
中
距
離
多
目
的

誘
導
弾
発
射
装
置
等
の

操
作
手
等
に
必
要
な
知

識
及
び
技
能
を
修
得
さ

せ
、
特
技
を
付
与
し
た
。

　

連
隊
は
、
３
月
27
日
（
日
）、
御
船
町

ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
わ
れ
た
、「
み
ふ
ね

復
興
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
２
０
２
２
」
に
お
い

て
、
装
備
品
展
示
支
援
を
実
施
し
、
自

衛
隊
に
対
す
る
理
解
の
促
進
及
び
防
衛

基
盤
の
醸
成
を
図
り
、
募
集
広
報
に
寄

与
し
た
。

　

本
部
管
理
中
隊

　
　
　

２
尉　

小
川
拳
史　
（
防
衛
大
学
校
へ
）

　
　
　

２
尉　

児
玉
大
地　
（
第
８
施
設
大
隊
へ
）

　
　
　

曹
長　

新
名
祐
太　
（
第
８
後
方
支
援
連
隊
へ
）

　
　
　

曹
長　

井
上
裕
介　
（
防
衛
大
学
校
へ
）

　
　
　

１
曹　

村
岡
輝
幸　
（
健
軍
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　
　
　

１
曹　

南　

義
久　
（
第
８
師
団
司
令
部
付
隊
へ
）

　
　
　

２
曹　

飯
干
洋
介　
（
宮
古
警
備
隊
へ
）

　
　
　

２
曹　

上
野
竜
也　
（
中
央
業
務
支
援
隊
へ
）

　
　
　

２
曹　

鬼
塚
祐
誠　
（
体
育
学
校
へ
）

　
　
　

２
曹　

河
津　

旭　
（
第
３
施
設
大
隊
へ
）

　
　
　

２
曹　

若
杉
和
史　
（
第
51
普
通
科
連
隊
へ
）

　

第
１
中
隊

　
　
　

３
佐　

祝　

昌
行　
（
第
49
普
通
科
連
隊
へ
）

　
　
　

３
曹　

住
吉
裕
一　
（
第
25
普
通
科
連
隊
へ
）

　
　
　

３
曹　

宮
地
陽
介　
（
部
隊
訓
練
評
価
隊
へ
）

　
　
　

３
曹　

花
畑
和
真　
（
第
51
普
通
科
連
隊
へ
）

　

第
２
中
隊

　
　
　

２
佐　

紀
田
知
樹　
（
陸
上
幕
僚
監
部
へ
）

　
　
　

２
尉　

中
西
亜
行　
（
第
15
旅
団
司
令
部
へ
）

　
　
　

２
曹　

赤
石
将
彦　
（
第
51
普
通
科
連
隊
へ
）

　
　
　

２
曹　

千
々
岩
磯
六
（
宮
古
警
備
隊
へ
）

　
　
　

３
曹　

大
久
保
豪
貴
（
第
26
普
通
科
連
隊
へ
）

　

第
３
中
隊

　
　
　

２
曹　

竹
田
吏
志　
（
第
５
陸
曹
教
育
隊
へ
）　

　
　
　

３
曹　

髙
野
悠
太　
（
部
隊
訓
練
評
価
隊
評
価
支
援
隊
へ
）

　
　
　

３
曹　

黒
木
紳
矢　
（
第
51
普
通
科
連
隊
へ
）

　
　
　

３
曹　

浦
川
竜
司　
（
宮
古
警
備
隊
へ
）

　
　
　

３
曹　

新
川
晴
久　
（
奄
美
警
備
隊
へ
）

　
　
　

１
士　

下
地
隆
仁　
（
第
51
普
通
科
連
隊
へ
）

　

機
動
戦
闘
車
隊

　
　

本　

部

　
　
　

３
佐　

橋
口
秀
晃　
（
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
へ
）

　
　
　

准
尉　

岩
本
隆
光　
（
機
甲
教
導
連
隊
へ
）

　
　

２　

中

　
　
　

２
曹　

中
島　

圭　
（
第
６
普
通
科
連
隊
へ
）

　

火
力
支
援
中
隊

　
　
　

１
尉　

阿
部
翔
治　
（
第
８
師
団
司
令
部
へ
）

　
　
　

２
曹　

田
代
真
司　
（
開
発
実
験
団
へ
）

　
　
　

２
曹　

仮
屋
正
洋　
（
装
備
実
験
隊
へ
）

　

連
隊
本
部
へ

　
　
　

２
佐　

武
次
和
正　
（
大
村
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら
）

　

本
部
管
理
中
隊
へ

　
　
　

２
尉　

家
永
泰
樹　
（
第
８
施
設
大
隊
か
ら
）

　
　
　

３
尉　

松
原
雅
也　
（
第
８
高
射
特
科
大
隊
か
ら
）

　
　
　

曹
長　

吉
丸
哲
生　
（
情
報
学
校
か
ら
）

　
　
　

１
曹　

北
岡
寛
臣　
（
第
７
施
設
群
か
ら
）

　
　
　

１
曹　

萩
尾
憲
一
郎
（
第
８
師
団
司
令
部
付
隊
か
ら
）

　
　
　

２
曹　

田
山
雅
史　
（
奄
美
警
備
隊
か
ら
）

　
　
　

２
曹　

村
山
裕
志　
（
奄
美
警
備
隊
か
ら
）

　
　
　

２
曹　

塚
元
麻
耶　
（
第
８
師
団
司
令
部
付
隊
か
ら
）

　
　
　

２
曹　

中
島　

豪　
（
第
１
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

　
　
　

３
曹　

阪
田
真
弘　
（
第
３
施
設
大
隊
か
ら
）

　
　
　

３
曹　

阪
田
友
孔　
（
第
３
施
設
大
隊
か
ら
）

　

第
１
中
隊
へ

　
　
　

３
佐　

品
川
敦
昭　
（
富
士
学
校
か
ら
）

　
　
　

曹
長　

藤
河
浩
道　
（
奄
美
警
備
隊
か
ら
）

　
　
　

曹
長　

仲
宗
根
和
貴
（
幹
部
候
補
生
学
校
か
ら
）

　
　
　

２
曹　

戸
髙
貴
裕　
（
奄
美
警
備
隊
か
ら
）

　
　
　

３
曹　

荒
木
延
仁　
（
第
１
空
挺
団
か
ら
）

　

第
２
中
隊
へ

　
　
　

３
佐　

山
田
憲
司　
（
西
部
方
面
総
監
部
か
ら
）

　
　
　

1
曹　

髙
森
英
樹　
（
第
１
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

　
　
　

２
曹　

本
田
慎
一　
（
第
35
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

第
３
中
隊
へ

　
　
　

曹
長　

山
田
広
晴　
（
第
５
陸
曹
教
育
隊
か
ら
）

　
　
　

２
曹　

鶴
田
祐
樹　
（
第
35
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
　
　

３
曹　

米
田
英
弘　
（
第
51
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

機
動
戦
闘
車
隊

　
　

付
隊
へ

　
　
　

1
曹　

野
村
広
志　
（
装
備
実
験
隊
か
ら
）

　
　

２
中
へ

　
　
　

２
曹　

西
村
紀
寛　
（
戦
闘
上
陸
大
隊
か
ら
）

　

火
力
支
援
中
隊
へ

　
　
　

２
曹　

竹
田
將
一　
（
西
部
方
面
後
方
支
援
連
隊
か
ら
）

　
　
　

３
曹　

坂
田
隆
祐　
（
水
機
団
特
科
大
か
ら
）　

令
和
３
年
度
後
期
定
期
異
動

大矢野原演習場整備みふね復興支援 師団初級ＡＴＭ集合教育

転　
出

転　
入

株式会社トーヤハウス 
新築・リフォーム/リノベーション・不動産

家族が「健康的で幸せな暮らし」ができる
家づくりをご提案します。
〒861-2101 
熊本市東区桜木 2丁目 16-16 
E-mail:urabe-fumiaki@toya-house.co.jp 
TEL 096-367-8787 FAX 096-365-4187 
自衛隊担当 営業　吉井 正幸   080-4425-5479 加 藤  幸  治
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本
部
管
理
中
隊

　

入
佐
２
曹　
　

望
心
ち
ゃ
ん

第
３
中
隊

　

上
村
３
曹　
　

陽
菜
乃
ち
ゃ
ん

　

太
田
３
曹　
　

偉
人
く
ん

　

櫻
井
士
長　
　

理
翔
く
ん

火
力
支
援
中
隊

　

豊
永
３
曹　
　

莉
々
ち
ゃ
ん

　

樋
口
３
曹　
　

詩
華
ち
ゃ
ん

　

石
橋
３
曹　
　

幸
歩
ち
ゃ
ん

　

徳
増
３
曹　
　

菜
那
ち
ゃ
ん

　

植
田
３
曹　
　

善
く
ん

　

千
原
３
曹　
　

颯
介
く
ん

　

岩
本
３
曹　
　

渉
く
ん

本
部
管
理
中
隊

　

冨
濱
３
曹　
　

亜
偉
里
さ
ん

　

中
尾
士
長　
　

莉
那
さ
ん

機
動
戦
闘
車
隊
第
１
中
隊

　

福
井
３
曹　
　

聖
さ
ん　
　
　
　

　

藤
井
３
曹　
　

菜
摘
さ
ん

　

加
藤
３
曹　
　

涼
さ
ん

　

栗
原
３
曹　
　

夕
華
さ
ん

火
力
支
援
中
隊

　

坂
口
３
曹　
　

万
稀
さ
ん

　

連
隊
は
１
月
６
日
（
木
）、
北
熊
本
駐
屯

地
内
の
「
奉
斎
殿
」
に
対
し
新
年
の
参
拝

を
実
施
し
た
の
ち
、
各
中
隊
等
に
よ
る
年

頭
行
事
を
実
施
し
た
。

　

各
中
隊
等
に
お
い
て
は
、
起
伏
あ
る
北

熊
本
駐
屯
地
内
に
お
い
て
６
㎞
の
武
装
走

を
実
施
し
、
機
動
戦
闘
車
隊
に
お
い
て
は
、

縁
起
だ
る
ま
に
目
入
れ
の
儀
式
を
し
た
の

ち
、
装
備
品
に
対
し
新
年
の
一
礼
を
し
、

各
中
隊
等
は
本
年
に
お
け
る
決
起
を
誓
っ

た
。

　

平
成
28
年
４
月
16
日
（
土
）

の
熊
本
地
震
本
震
よ
り
約
５
年
、

落
橋
し
た
阿
蘇
大
橋
が
新
阿
蘇

大
橋
と
し
て
令
和
３
年
３
月
７

日
に
復
旧
し
た
。

　

全
長
５
２
５
ｍ
、
最
大
橋
脚

高
97
ｍ
の
橋
は
元
の
場
所
か
ら

６
０
０
ｍ
下
流
に
架
橋
さ
れ
、

複
数
の
橋
脚
と
上
部
の
橋
桁
を

一
体
化
さ
せ
た
「
ｐ
ｃ
ラ
ー
メ

ン
橋
」
で
、
地
震
な
ど
の
揺
れ

に
強
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
歩

道
も
設
置
さ
れ
、
歩
い
て
渡
る

こ
と
も
で
き
る
。

　

ま
た
、
橋
の
た
も
と
に
は
展

望
所
も
あ
り
、
休
憩
所
や
ト
イ

レ
、
話
題
の
コ
ー
ヒ
ー
が
楽
し

め
る
売
店
も
併
設
。
展
望
ス

ペ
ー
ス
か
ら
は
、
阿
蘇
大
橋
崩

落
時
使
用
さ
れ
て
い
た
長
陽
大

橋
や
、
南
阿
蘇
鉄
道
な
ど
を
眼

下
に
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
お

勧
め
は
、
展
望
所
の
「
あ
そ
ぶ

ら
ん
こ
」
に
乗
り
天
空
か
ら
熊

本
市
内
方
向
に
眺
め
る
ワ
ン

シ
ョ
ッ
ト
！

　

私
の
地
元
は
、
平
成
30
年
７
月
に
「
天
草
の
崎
津
集
落
」
と
し
て
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
崎
津
集
落
は
、
熊
本
県
天
草
市
河
浦
町

に
位
置
し
、
羊
角
湾
に
面
し
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
海
沿
い
の
町
々
に
は
様
々
な
歴
史
の
足
跡
が
存
在
し
ま
す
。
中
で

も
、
是
非
足
を
運
ん
で
頂
き
た
い
場
所
を
３
点
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

１
点
目
、
水
平
線
に
沈
む
夕
日
で
す
。
天
草
町
方
向
へ
走
る
と
様
々
な

展
望
所
が
あ
り
、
そ
の
場
そ
の
場
で
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
沈
み
ゆ
く
美

し
い
夕
日
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
点
目
、
教
会
に
近
い
岬
に
海
上
に
向
か
っ
て
立
つ
マ
リ
ア
像
で
す
。

夕
日
の
沈
ん
だ
後
は
神
秘
的
な
風
景
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

３
点
目
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
か
ら
復
旧
を
続
け
今
な
お
存
在
す
る

崎
津
教
会
で
す
。
冬
場
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
周
辺
を
美
し
く
彩
り
ま

す
。

　

連
隊
は
、
１
月
６
日
（
０
４
０
０
時
）
熊
本
県
北
部
に
お
い
て
、
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
訓
練
非

常
呼
集
を
行
っ
た
。

　

各
中
隊
等
は
、
訓
練
に
伴
い
当
直
を
通
じ
緊
急
登
庁
、
直
ち
に
災
害
派
遣
の
出
発
準
備
を
開
始
、
車
両
の
準
備
、
資

機
材
の
稼
働
確
認
、
積
載
等
を
行
い
、
出
発
準
備
を
完
了
し
た
。

　

発
災
に
伴
い
、
部
隊
を
迅
速
に
派
遣
し
て
、
１
人
で
も
多
く
の
人
命
を
救
助
で
き
る
即
応
態
勢
を
確
認
し
、
訓
練
を

終
了
し
た
。

奉斎殿参拝奉斎殿参拝

本部管理中隊本部管理中隊第３中隊第３中隊火力支援中隊火力支援中隊

第１中隊第１中隊
機動戦闘車隊機動戦闘車隊

縁起だるまへの目入れ儀式縁起だるまへの目入れ儀式明るく笑顔で走る女性自衛官明るく笑顔で走る女性自衛官

第２中隊第２中隊
機動戦闘車隊機動戦闘車隊

装備品へ新年の一礼装備品へ新年の一礼最後の力を振り絞る隊員最後の力を振り絞る隊員

各
中
隊
等
年
頭
行
事

熊
本
復
興
の
シ
ン
ボ
ル　
新
阿
蘇
大
橋

初
動
対
処
訓
練

私
の
故
郷
自
慢　
～
本
部
管
理
中
隊 

第
１
科
広
報
班 

永
野
１
曹
～

Happy WeddingHappy Wedding

陽陽
ひ な のひ な の
菜乃菜乃ちゃんちゃん 理理

り とり と
翔翔くんくん 菜菜

な なな な
那那ちゃんちゃん 颯颯

そうすけそうすけ
介介くんくん

癒
さ
れ
ま
す
。

是
非
！

稼働状況確認稼働状況確認

装着品の確認装着品の確認

初動車両準備初動車両準備

命令伝達命令伝達

登庁確認登庁確認


